
フォント：HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO
タイトルは１４ｐｔ
本文は１０ｐｔ
・文章は全て「～である」調で
お書きください

イラストや写真、図表、グラフ
などは、できるだけ３点以上使
用して、視覚にうったえるポス
ターとなるよう工夫願います。

研究の手法をできるだけ箇条
書きで、分かりやすくまとめてく
ださい

一般的に見てわかりやすく、内
容が気になるキャッチコピーを
作成してください。
課題名は入れないでください。

研究の背景、成果、特徴など
ポイントを絞って簡潔に記入し
てください

課題名：児童養護施設入所中の子どものための『岩手県版子どもの権利ノート（仮称）』
開発に関する研究

研究代表者：社会福祉学部 實方由佳
課題提案者：岩手県保健福祉部子ども子育て支援室
研究メンバー：日野原由美（社会福祉学部）、林典子（白鴎大学）、髙橋久代（岩手県）、

重浩一郎（岩手県）、松崎えり子（岩手県）
研究キーワード：子どもの権利、社会的養育、子どもの最善の利益

令和６年度地域政策研究センター  地域協働研究【ステージⅠ】 採択課題

～一緒につくる『子どもの権利ノート』～

▼研究の概要（背景・目標）
本研究では、岩手県下において児童養護施設入所中の子どものための子どもの権利ノート（以下、権利ノー
ト）の開発をおこなった。権利ノートとは、児童養護施設を含めた社会的養護全般の施設あるいは里親に措置さ
れた子ども達に、権利やそれが保障される仕組み（苦情申し立てなど）について教示するための小冊子であり、
カナダ・オンタリオ州の権利ノートが日本に紹介されたことを契機に、1990年代以降、日本国内の社会的養護
に関わる施設を中心として使用されてきた。岩手県では2001年に初版が作成され、2010年に児童養護施設協議
会が中心となり改訂した。本研究は2010年作成の現行版を精査し、新たな権利ノートの作成を目指した。

▼研究の成果（結論・考察）

①9歳以上の児童養護施設入所児童の権利ノートの認
識率は84.8％(128名）であった。現行版に対する入

所児童のイメージも大人は味方であるということ等
が伝わっていることが確認された。
②県内児童養護施設では全6施設にて何らかの形での

活用されており、入所児童の認識率とも矛盾しない
結果であった。改訂版に対する意見として、年齢に
合わせた表現・内容、職員向けのガイドラインが求
められていることが分かった。

③①②を踏まえつつ、子どもの権利条約や他県の権利
ノートの内容を岩手県立大学社会福祉学部生4名と共

に精査し、改訂版権利ノートを作成した。改定版で
は、小学生版と中高生版を作成、子どもと大人のコ
ミュニケーションツールとして機能するよう、書き
込めるスペースを作る等の工夫を行った。また、施
設側からの要望に応えるため、大人（職員）向けガ
イドラインも併せて作成した。

▼研究の内容（方法・経過）
①岩手県内児童養護施設入所児童対象質問紙調査
岩手県内の児童養護施設（全6カ所）に入所する9歳

以上の子どもを対象とした無記名式質問紙調査を行っ
た（有効回答数151件）。
②岩手県内児童養護施設を対象とした質問紙調査
岩手県内児童養護施設（6カ所）を対象とした質問紙
調査を実施した（有効回答数は6件）。
③改訂版権利ノートの素案作成
岩手県立大学社会福祉学部の学生4名とともに岩手県

現行版権利ノートについて検討した。

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
今後は、共同研究者である岩手県保健福祉部子ども子育て支援室が中心となって、岩手県内の児童養護施設

等に配布し、活用予定である。

本研究の実施にあたり、ご協力いただいた児童養護施設に入所する子ども達、および職員の皆様にあらため
て御礼申し上げる。また、改訂版権利ノートの検討作業に協力頂いた岩手県立大学社会福祉学部所属の学生4名
にも感謝の意をお伝えしたい。
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